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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パラメータηを正の数として、所定の時間長の時系列信号に対応するパラメータηを、
その時系列信号に対応する周波数領域サンプル列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見
做すことにより推定されたスペクトル包絡で上記周波数領域サンプル列を除算した系列で
ある白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似する一般化ガウス分布の形状パラメータ
として、
　第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパ
ラメータηの第一系列と、第二信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信
号にそれぞれ対応するパラメータηの第二系列とに基づいて、上記第一信号と上記第二信
号との一致度合い、及び／又は、上記第一信号と上記第二信号とが一致しているかどうか
を判定するマッチング部、
　を含むマッチング装置。
【請求項２】
　請求項１のマッチング装置において、
　パラメータη０及びパラメータηを正の数として、所定の方法で定められるパラメータ
η０を用いて、入力された所定の時間長の時系列信号に対応する周波数領域サンプル列の
絶対値のη０乗をパワースペクトルと見做してスペクトル包絡の推定を行うスペクトル包
絡推定部と、上記スペクトル包絡で上記周波数領域サンプル列を除算した系列である白色
化スペクトル系列を得る白色化スペクトル系列生成部と、パラメータηを形状パラメータ
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とする一般化ガウス分布が上記白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似するパラメー
タηを求め、求まったパラメータηを上記入力された所定の時間長の時系列信号に対応す
るパラメータηとするパラメータ取得部と、を含むパラメータ決定部を含み、
　上記パラメータ決定部は、上記第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時
系列信号のそれぞれを入力とする処理を行うことにより、上記第一系列を得る、
　マッチング装置。
【請求項３】
　請求項１又は２のマッチング装置において、
　上記第二系列が記憶されている第二系列記憶部を含み、
　上記マッチング部は、上記第二系列記憶部から読み込んだ上記第二系列を用いて、上記
判定を行う、
　マッチング装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れかのマッチング装置において、
　上記第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号は、上記第一信号
を構成する所定の時間長の時系列信号の全部又は一部であり、
　上記第二信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号は、上記第二信号
を構成する所定の時間長の時系列信号の全部又は一部であり、
　マッチング装置。
【請求項５】
　請求項１から３のマッチング装置において、
　複数の信号のそれぞれを上記第二信号として、上記判定を行う、
　マッチング装置。
【請求項６】
　パラメータηを正の数として、所定の時間長の時系列信号に対応するパラメータηを、
その時系列信号に対応する周波数領域サンプル列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見
做すことにより推定されたスペクトル包絡で上記周波数領域サンプル列を除算した系列で
ある白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似する一般化ガウス分布の形状パラメータ
とし、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応す
るパラメータηの系列を第一系列として、
　上記第一系列に基づいて、上記第一信号の中の所定の種類の信号の区間、及び／又は、
上記第一信号の種類を判定する判定部、
　を含む判定装置。
【請求項７】
　パラメータηを正の数として、所定の時間長の時系列信号に対応するパラメータηを、
その時系列信号に対応する周波数領域サンプル列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見
做すことにより推定されたスペクトル包絡で上記周波数領域サンプル列を除算した系列で
ある白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似する一般化ガウス分布の形状パラメータ
として、
　マッチング部５１が、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号
にそれぞれ対応するパラメータηの第一系列と、第二信号を構成する少なくとも１つの所
定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの第二系列とに基づいて、上記
第一信号と上記第二信号との一致度合い、及び／又は、上記第一信号と上記第二信号とが
一致しているかどうかを判定するマッチングステップ、
　を含むマッチング方法。
【請求項８】
　パラメータηを正の数として、所定の時間長の時系列信号に対応するパラメータηを、
その時系列信号に対応する周波数領域サンプル列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見
做すことにより推定されたスペクトル包絡で上記周波数領域サンプル列を除算した系列で
ある白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似する一般化ガウス分布の形状パラメータ
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とし、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応す
るパラメータηの系列を第一系列として、
　判定部が、上記第一系列に基づいて、上記第一信号の中の所定の種類の信号の区間、及
び／又は、上記第一信号の種類を判定する判定ステップ、
　を含む判定方法。
【請求項９】
　請求項１から５の何れかのマッチング装置又は請求項６の判定装置の各部としてコンピ
ュータを機能させるためのプログラム。
【請求項１０】
　請求項１から５の何れかのマッチング装置又は請求項６の判定装置の各部としてコンピ
ュータを機能させるためのプログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音信号に基づいてマッチング又は信号の区間若しくは種類の判定を行う技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音信号等の時系列信号の特徴を表すパラメータとして、ＬＳＰ等のパラメータが知られ
ている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　ＬＳＰは、複数次なので直接的に音の分類や区間推定に使うのは扱いが難しい場合があ
る。例えば、ＬＳＰは複数次であるため、ＬＳＰを用いた閾値に基づく処理は容易とは言
えない。
【０００４】
　ところで、公知とはなっていないが、発明者によりパラメータηが提案されている。こ
のパラメータηは、例えば3GPP EVS（Enhanced Voice Services）規格で使われているよ
うな線形予測包絡を利用する周波数領域の係数の量子化値を算術符号化する符号化方式に
おいて、算術符号の符号化対象の属する確率分布を定める形状パラメータである。パラメ
ータηは、符号化対象の分布と関連性を有しており、パラメータηを適宜定めると効率の
良い符号化及び復号を行うことが可能である。
【０００５】
　また、パラメータηは、時系列信号の特徴を表す指標と成り得る。このため、パラメー
タηは、上記符号化処理以外の技術、例えばマッチング技術や信号の区間又は種類の判定
技術等の音声音響関連技術に用いることができる。
【０００６】
　さらに、パラメータηは１次の値であるため、パラメータηを用いた閾値に基づく処理
はＬＳＰを用いた閾値に基づく処理と比較すると容易である。このため、パラメータηは
、マッチング技術や信号の区間又は種類の判定技術等の音声音響関連技術に容易に用いる
ことができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】守谷健弘，「高圧縮音声符号化の必須技術：線スペクトル対（LSP）」
，NTT技術ジャーナル，２０１４年９月，Ｐ．５８－６０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、パラメータηを用いたマッチング技術及び信号の区間又は種類の判定技
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術は知られていなかった。
【０００９】
　本発明は、パラメータηを用いてマッチングを行うマッチング装置、パラメータηを用
いて信号の区間又は種類の判定を行う判定装置、これらの方法、プログラム及び記録媒体
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様によるマッチング装置によれば、パラメータηを正の数として、所定の
時間長の時系列信号に対応するパラメータηを、その時系列信号に対応する周波数領域サ
ンプル列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見做すことにより推定されたスペクトル包
絡で周波数領域サンプル列を除算した系列である白色化スペクトル系列のヒストグラムを
近似する一般化ガウス分布の形状パラメータとして、第一信号を構成する少なくとも１つ
の所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの第一系列と、第二信号を
構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの
第二系列とに基づいて、第一信号と第二信号との一致度合い、及び／又は、第一信号と第
二信号とが一致しているかどうかを判定するマッチング部、を備えている。
【００１１】
　本発明の一態様による判定装置によれば、パラメータηを正の数として、所定の時間長
の時系列信号に対応するパラメータηを、その時系列信号に対応する周波数領域サンプル
列の絶対値のη乗をパワースペクトルと見做すことにより推定されたスペクトル包絡で周
波数領域サンプル列を除算した系列である白色化スペクトル系列のヒストグラムを近似す
る一般化ガウス分布の形状パラメータとし、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の
時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの系列を第一系列として、第一系列
に基づいて、第一信号の中の所定の種類の信号の区間、及び／又は、第一信号の種類を判
定する判定部を備えている。
【発明の効果】
【００１２】
　パラメータηを用いてマッチング又は信号の区間若しくは種類の判定を行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】マッチング装置の例を説明するためのブロック図。
【図２】マッチング方法の例を説明するためのフローチャート。
【図３】判定装置の例を説明するためのブロック図。
【図４】判定方法の例を説明するためのフローチャート。
【図５】パラメータ決定部の例を説明するためのブロック図。
【図６】パラメータ決定部の例を説明するためのフローチャート。
【図７】一般化ガウス分布を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　［マッチング装置及び方法］
　マッチング装置及び方法の一例について説明する。
【００１５】
　マッチング装置は、図１に示すように、パラメータ決定部２７’、マッチング部５１及
び第二系列記憶部５２を例えば備えている。マッチング装置の各部が、図２に例示する各
処理を行うことによりマッチング方法が実現される。
【００１６】
　以下、マッチング装置の各部について説明する。
【００１７】
　＜パラメータ決定部２７’＞
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　パラメータ決定部２７’には、時系列信号である第一信号が所定の時間長のごとに入力
される。第一信号の例は、音声ディジタル信号又は音響ディジタル信号等の音信号である
。
【００１８】
　パラメータ決定部２７’は、入力された所定の時間長の時系列信号に基づいて、後述す
る処理により、その入力された所定の時間長の時系列信号パラメータηを決定する（ステ
ップＦ１）。これにより、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信
号にそれぞれ対応するパラメータηの系列を得る。この第一信号を構成する少なくとも１
つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの系列のことを「第一系
列」と呼ぶことにする。このように、パラメータ決定部２７’は、所定の時間長のフレー
ムごとに処理を行う。
【００１９】
　なお、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号は、第一信号を
構成する所定の時間長の時系列信号の全部であってもよいし、一部であってもよい。
【００２０】
　パラメータ決定部２７’により決定されたパラメータηの第一系列は、マッチング部５
１に出力される。
【００２１】
　パラメータ決定部２７’の構成例を図５に示す。パラメータ決定部２７’は、図５に示
すように、周波数領域変換部４１と、スペクトル包絡推定部４２と、白色化スペクトル系
列生成部４３と、パラメータ取得部４４とを例えば備えている。スペクトル包絡推定部４
２は、線形予測分析部４２１及び非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２を例えば
備えている。例えばこのパラメータ決定部２７’により実現されるパラメータ決定方法の
各処理の例を図６に示す。
【００２２】
　以下、図５の各部について説明する。
【００２３】
　＜周波数領域変換部４１＞
　周波数領域変換部４１には、所定の時間長の時系列信号が入力される。
【００２４】
　周波数領域変換部４１は、所定の時間長のフレーム単位で、入力された所定の時間長の
時系列信号である時間領域の音信号を周波数領域のN点のMDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)
に変換する。Nは正の整数である。
【００２５】
　得られたMDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)は、スペクトル包絡推定部４２及び白色化ス
ペクトル系列生成部４３に出力される。
【００２６】
　特に断りがない限り、以降の処理はフレーム単位で行われるものとする。
【００２７】
　このようにして、周波数領域変換部４１は、所定の時間長の時系列信号に対応する、例
えばMDCT係数列である周波数領域サンプル列を求める（ステップＣ４１）。
【００２８】
　＜スペクトル包絡推定部４２＞
　スペクトル包絡推定部４２には、周波数領域変換部２１が得たMDCT係数列X(0),X(1),…
,X(N-1)が入力される。
【００２９】
　スペクトル包絡推定部４２は、所定の方法で定められるパラメータη0に基づいて、時
系列信号に対応する周波数領域サンプル列の絶対値のη0乗をパワースペクトルとして用
いたスペクトル包絡の推定を行う（ステップＣ４２）。
【００３０】
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　推定されたスペクトル包絡は、白色化スペクトル系列生成部４３に出力される。
【００３１】
　スペクトル包絡推定部４２は、例えば以下に説明する線形予測分析部４２１及び非平滑
化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２の処理により、非平滑化振幅スペクトル包絡系列
を生成することによりスペクトル包絡の推定を行う。
【００３２】
　パラメータη0は所定の方法で定められるとする。例えば、η0を０より大きい所定の数
とする。例えば、η0＝１とする。また、現在パラメータηを求めようとしているフレー
ムよりも前のフレームで求まったηを用いてもよい。現在パラメータηを求めようとして
いるフレーム（以下、現フレームとする。）よりも前のフレームとは、例えば現フレーム
のよりも前のフレームであって現フレームの近傍のフレームである。現フレームの近傍の
フレームは、例えば現フレームの直前のフレームである。
【００３３】
　＜線形予測分析部４２１＞
　線形予測分析部４２１には、周波数領域変換部４１が得たMDCT係数列X(0),X(1),…,X(N
-1)が入力される。
【００３４】
　線形予測分析部４２１は、MDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)を用いて、以下の式（C1)に
より定義される~R(0),~R(1),…,~R(N-1)を線形予測分析して線形予測係数β1,β2,…,βp

を生成し、生成された線形予測係数β1,β2,…,βpを符号化して線形予測係数符号と線形
予測係数符号に対応する量子化された線形予測係数である量子化線形予測係数^β1,^β2,
…,^βpとを生成する。
【００３５】
【数１】

【００３６】
　生成された量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^βpは、非平滑化スペクトル包絡系列生
成部４２２に出力される。
【００３７】
　具体的には、線形予測分析部４２１は、まずMDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)の絶対値
のη0乗をパワースペクトルと見做した逆フーリエ変換に相当する演算、すなわち式(C1)
の演算を行うことにより、MDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)の絶対値のη0乗に対応する時
間領域の信号列である擬似相関関数信号列~R(0),~R(1),…,~R(N-1)を求める。そして、線
形予測分析部４２１は、求まった擬似相関関数信号列~R(0),~R(1),…,~R(N-1)を用いて線
形予測分析を行って、線形予測係数β1,β2,…,βpを生成する。そして、線形予測分析部
４２１は、生成された線形予測係数β1,β2,…,βpを符号化することにより、線形予測係
数符号と、線形予測係数符号に対応する量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^βpとを得る
。
【００３８】
　線形予測係数β1,β2,…,βpは、MDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)の絶対値のη0乗をパ
ワースペクトルと見做したときの時間領域の信号に対応する線形予測係数である。
【００３９】
　線形予測分析部４２１による線形予測係数符号の生成は、例えば従来的な符号化技術に
よって行われる。従来的な符号化技術とは、例えば、線形予測係数そのものに対応する符
号を線形予測係数符号とする符号化技術、線形予測係数をLSPパラメータに変換してLSPパ
ラメータに対応する符号を線形予測係数符号とする符号化技術、線形予測係数をPARCOR係
数に変換してPARCOR係数に対応する符号を線形予測係数符号とする符号化技術などである
。
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【００４０】
　このようにして、線形予測分析部４２１は、例えばMDCT係数列である周波数領域サンプ
ル列の絶対値のη0乗をパワースペクトルと見做した逆フーリエ変換を行うことにより得
られる疑似相関関数信号列を用いて線形予測分析を行い線形予測係数を生成する（ステッ
プＣ４２１）。
【００４１】
　＜非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２＞
　非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２には、線形予測分析部４２１が生成した
量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^βpが入力される。
【００４２】
　非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２は、量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^
βpに対応する振幅スペクトル包絡の系列である非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^
H(1),…,^H(N-1)を生成する。
【００４３】
　生成された非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)は、白色化スペク
トル系列生成部４３に出力される。
【００４４】
　非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２は、量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^
βpを用いて、非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)として、式(C2)
により定義される非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)を生成する。
【００４５】

【数２】

【００４６】
　このようにして、非平滑化振幅スペクトル包絡系列生成部４２２は、疑似相関関数信号
列に対応する振幅スペクトル包絡の系列を１／η0乗した系列である非平滑化スペクトル
包絡系列を線形予測分析部４２１により生成された線形予測係数に変換可能な係数に基づ
いて得ることによりスペクトル包絡の推定を行う（ステップＣ４２２）。
【００４７】
　なお、非平滑化スペクトル包絡系列生成部４２２は、量子化線形予測係数^β1,^β2,…
,^βpに代えて線形予測分析部４２１が生成した線形予測係数β1,β2,…,βpを用いるこ
とにより、非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)を得てもよい。この
場合は、線形予測分析部４２１は、量子化線形予測係数^β1,^β2,…,^βpを得る処理を
しなくてもよい。
【００４８】
　＜白色化スペクトル系列生成部４３＞
　白色化スペクトル系列生成部４３には、周波数領域変換部４１が得たMDCT係数列X(0),X
(1),…,X(N-1)及び非平滑化振幅スペクトル包絡生成部４２２が生成した非平滑化振幅ス
ペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)が入力される。
【００４９】
　白色化スペクトル系列生成部４３は、MDCT係数列X(0),X(1),…,X(N-1)の各係数を、対
応する非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)の各値で除算することに
より、白色化スペクトル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)を生成する。
【００５０】
　生成された白色化スペクトル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)は、パラメータ取得部４４に
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【００５１】
　白色化スペクトル系列生成部４３は、例えば、k=0,1,…,N-1として、MDCT係数列X(0),X
(1),…,X(N-1)の各係数X(k)を非平滑化振幅スペクトル包絡系列^H(0),^H(1),…,^H(N-1)
の各値^H(k)で除算することにより、白色化スペクトル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)の各
値XW(k)を生成する。すなわち、k=0,1,…,N-1として、XW(k)=X(k)/^H(k)である。
【００５２】
　このようにして、白色化スペクトル系列生成部４３は、例えば非平滑化振幅スペクトル
包絡系列であるスペクトル包絡で例えばMDCT係数列である周波数領域サンプル列を除算し
た系列である白色化スペクトル系列を得る（ステップＣ４３）。
【００５３】
　＜パラメータ取得部４４＞
　パラメータ取得部４４には、白色化スペクトル系列生成部４３が生成した白色化スペク
トル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)が入力される。
【００５４】
　パラメータ取得部４４は、パラメータηを形状パラメータとする一般化ガウス分布が白
色化スペクトル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)のヒストグラムを近似するパラメータηを求
める（ステップＣ４４）。言い換えれば、パラメータ取得部４４は、パラメータηを形状
パラメータとする一般化ガウス分布が白色化スペクトル系列XW(0),XW(1),…,XW(N-1)のヒ
ストグラムの分布に近くなるようなパラメータηを決定する。
【００５５】
　パラメータηを形状パラメータとする一般化ガウス分布は、例えば以下のように定義さ
れる。Γは、ガンマ関数である。
【００５６】
【数３】

【００５７】
　一般化ガウス分布は、形状パラメータであるηを変えることにより、図３のようにη＝
１の時はラプラス分布、η＝２の時はガウス分布、といったように様々な分布を表現する
ことができるものである。ηは、０より大きい所定の数である。ηは、０より大きい２以
外の所定の数であってもよい。具体的には、ηは、２未満の所定の正の数であってよい。
φは分散に対応するパラメータである。
【００５８】
　ここで、パラメータ取得部４４が求めるηは、例えば以下の式(C3)により定義される。
F-1は、関数Fの逆関数である。この式は、いわゆるモーメント法により導出されるもので
ある。
【００５９】
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【数４】

【００６０】
　逆関数F-1が定式化されている場合には、パラメータ取得部４４は、定式化された逆関
数F-1にm1/((m2)

1/2)の値を入力したときの出力値を計算することによりパラメータηを
求めることができる。
【００６１】
　逆関数F-1が定式化されていない場合には、パラメータ取得部４４は、式(C3)で定義さ
れるηの値を計算するために、例えば以下に説明する第一方法又は第二方法によりパラメ
ータηを求めてもよい。
【００６２】
　パラメータηを求めるための第一方法について説明する。第一の方法では、パラメータ
取得部４４は、白色化スペクトル系列に基づいてm1/((m2)

1/2)を計算し、予め用意してお
いた異なる複数の、ηと対応するＦ（η）のペアを参照して、計算されたm1/((m2)

1/2)に
最も近いＦ（η）に対応するηを取得する。
【００６３】
　予め用意しておいた異なる複数の、ηと対応するＦ（η）のペアは、パラメータ取得部
４４の記憶部４４１に予め記憶しておく。パラメータ取得部４４は、記憶部４４１参照し
て、計算されたm1/((m2)

1/2)に最も近いＦ（η）を見つけ、見つかったＦ（η）に対応す
るηを記憶部４４１から読み込み出力する。
【００６４】
　計算されたm1/((m2)

1/2)に最も近いＦ（η）とは、計算されたm1/((m2)
1/2)との差の絶

対値が最も小さくなるＦ（η）のことである。
【００６５】
　パラメータηを求めるための第二方法について説明する。第二の方法では、逆関数F-1

の近似曲線関数を例えば以下の式(C3’)で表される~F-1として、パラメータ取得部４４は
、白色化スペクトル系列に基づいてm1/((m2)

1/2)を計算し、近似曲線関数~F-1に計算され
たm1/((m2)

1/2)を入力したときの出力値を計算することによりηを求める。この近似曲線
関数~F-1は使用する定義域において出力が正値となる単調増加関数であればよい。
【００６６】

【数５】

【００６７】
　なお、パラメータ取得部４４が求めるηは、式(C3)ではなく、式(C3'')のように予め定
めた正の整数q1及びq2を用いて（ただしq1<q2）式(C3)を一般化した式により定義されて
もよい。
【００６８】
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【数６】

【００６９】
　なお、ηが式(C3'')により定義される場合も、ηが式(C3)により定義されている場合と
同様の方法により、ηを求めることができる。すなわち、パラメータ取得部４４が、白色
化スペクトル系列に基づいてそのq1次モーメントであるmq1とそのq2次モーメントであるm

q2とに基づく値mq1/((mq2)
q1/q2)を計算した後、例えば上記の第一及び第二の方法と同様

、予め用意しておいた異なる複数の、ηと対応するＦ’（η）のペアを参照して、計算さ
れたmq1/((mq2)

q1/q2)に最も近いＦ’（η）に対応するηを取得するか、逆関数F’-1の
近似曲線関数を~F’-1として、近似曲線関数~F-1に計算されたmq1/((mq2)

q1/q2)を入力し
たときの出力値を計算してηを求めることができる。
【００７０】
　このようにηは次数が異なる２つの異なるモーメントmq1,mq2に基づく値であるとも言
える。例えば、次数が異なる２つの異なるモーメントmq1,mq2のうち、次数が低い方のモ
ーメントの値又はこれに基づく値（以下、前者とする。）と次数が高い方のモーメントの
値又はこれに基づく値（以下、後者とする）との比の値、この比の値に基づく値、又は、
前者を後者で割って得られる値に基づき、ηを求めてもよい。モーメントに基づく値とは
、例えば、そのモーメントをmとしQを所定の実数としてmQのことである。また、これらの
値を近似曲線関数~F-1に入力してηを求めてもよい。この近似曲線関数~F’-1は上記同様
、使用する定義域において出力が正値となる単調増加関数であればよい。
【００７１】
　パラメータ決定部２７’は、ループ処理によりパラメータηを求めてもよい。すなわち
、パラメータ決定部２７’は、パラメータ取得部４４で求まるパラメータηを所定の方法
で定められるパラメータη0とする、スペクトル包絡推定部４２、白色化スペクトル系列
生成部４３及びパラメータ取得部４４の処理を更に１回以上行ってもよい。
【００７２】
　この場合、例えば、図５で破線で示すように、パラメータ取得部４４で求まったパラメ
ータηは、スペクトル包絡推定部４２に出力される。スペクトル包絡推定部４２は、パラ
メータ取得部４４で求まったηをパラメータη0として用いて、上記説明した処理と同様
の処理を行いスペクトル包絡の推定を行う。白色化スペクトル系列生成部４３は、新たに
推定されたスペクトル包絡に基づいて、上記説明した処理と同様の処理を行い白色化スペ
クトル系列を生成する。パラメータ取得部４４は、新たに生成された白色化スペクトル系
列に基づいて、上記説明した処理と同様の処理を行いパラメータηを求める。
【００７３】
　例えば、スペクトル包絡推定部４２、白色化スペクトル系列生成部４３及びパラメータ
取得部４４の処理は、所定の回数であるτ回だけ更に行われてもよい。τは所定の正の整
数であり、例えばτ＝１又はτ＝２である。
【００７４】
　また、スペクトル包絡推定部４２は、今回求まったパラメータηと前回求まったパラメ
ータηとの差の絶対値が所定の閾値以下となるまで、スペクトル包絡推定部４２、白色化
スペクトル系列生成部４３及びパラメータ取得部４４の処理を繰り返してもよい。
【００７５】
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　＜第二系列記憶部５２＞
　第二系列記憶部５２には、第二信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列
信号にそれぞれ対応するパラメータηの系列である第二系列が記憶されている。
【００７６】
　第二信号は、第一信号に対するマッチングの対象となる音声ディジタル信号又は音響デ
ィジタル信号等の音信号である。
【００７７】
　第二系列は、例えば、パラメータ決定部２７’により求められて、第二系列記憶部５２
に記憶される。すなわち、第二信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信
号のそれぞれがパラメータ決定部２７’に入力され、パラメータ決定部２７’は、第一系
列を求めた処理と同様の処理により、第二系列を求めて第二系列記憶部５２に記憶させて
もよい。
【００７８】
　なお、第二信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号は、第二信号を
構成する所定の時間長の時系列信号の全部であってもよいし、一部であってもよい。
【００７９】
　マッチング部５１が、複数の信号のそれぞれを第二信号として、後述する判定を行う場
合には、複数の信号のそれぞれに対応する第二系列が第二系列記憶部５２に記憶されてい
るとする。
【００８０】
　なお、パラメータ決定部２７’により求められた第二系列が、第二系列記憶部５２を介
さずに直接マッチング部５１に入力されてもよい。この場合、第二系列記憶部５２はマッ
チング装置に備えられていなくてもよい。また、この場合、パラメータ決定部２７’が、
例えば複数の信号（複数の楽曲）が記憶されている図示していないデータベースから各信
号を読み込み、読み込んだ信号から第二系列を求めて、マッチング部５１に出力する。
【００８１】
　＜マッチング部５１＞
　マッチング部５１には、パラメータ決定部２７’が得た第一系列及び例えば第二系列記
憶部５２から読み込んだ第二系列が入力される。
【００８２】
　マッチング部５１は、第一系列と第二系列とに基づいて、第一信号と第二信号との一致
度合い、及び／又は、第一信号と第二信号とが一致しているかどうかを判定して、その判
定結果を出力する（ステップＦ２）。
【００８３】
　第一系列を（η1,1,η1,2，…,η1,N1）と表記し、第二系列を（η2,1,η2,2，…,η2,

N2）と表記する。N1は、第一系列を構成するパラメータηの数である。N2は、第二系列を
構成するパラメータηの数である。N1≦N2であるとする。
【００８４】
　第一信号と第二信号との一致度合いは、第一系列と第二系列との類似度である。第一系
列と第二系列との類似度は、例えば、第二系列（η2,1,η2,2，…,η2,N2）に含まれる、
第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1）に最も近い系列と、第一系列（η1,1,η1,2，…,η

1,N1）との距離である。第二系列（η2,1,η2,2，…,η2,N2）に含まれる、第一系列（η

1,1,η1,2，…,η1,N1）に最も近い系列の要素数と、第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1

）の要素数とは同じであるとする。
【００８５】
　この第一系列と第二系列との類似度は、例えば以下の式により定義される。minは、最
小値を出力する関数である。この例では、距離として、ユークリッド距離を用いているが
、マンハッタン距離等の他の既存の距離や誤差の標準偏差を用いてもよい。
【００８６】
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【数７】

【００８７】
　第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1）から得られる、パラメータηの代表値の系列を代
表第一系列（η1,1

r,η1,2
r，…,η1,N1'

r）とする。同様に、第二系列（η2,1,η2,2，
…,η2,N2）から得られる、パラメータηの代表値の系列を代表第二系列（η2,1

r,η2,2
 

r，…,η2,N2'
r）とする。

【００８８】
　例えば、cをN1及びN2の約数である所定の正の整数として、c個のパラメータηごとに代
表値を得るとすると、N1'=N1/cとし、k=1,2,…,N1'として、代表値η1,k

rは第一系列の中
の系列（η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)c+2，…,η1,kc）の代表値である。同様に、代表値η2,

k
rは第二系列の中の系列（η2,(k-1)c+1,η2,(k-1)c+2，…,η2,kc）の代表値である。

【００８９】
　k=1,2,…,N1'として、代表値η1,k

rは、第一系列の中の系列（η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)

c+2，…,η1,kc）を代表する値であり、例えば、系列（η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)c+2，…,
η1,kc）の平均値、中央値、最大値又は最小値である。k=1,2,…,N2'として、代表値η2,

k
rは、第二系列の中の系列（η2,(k-1)c+1,η2,(k-1)c+2，…,η2,kc）を代表する値であ

り、例えば、系列（η2,(k-1)c+1,η2,(k-1)c+2，…,η2,kc）の平均値、中央値、最大値
又は最小値である。
【００９０】
　第一系列と第二系列との類似度は、代表第二系列（η2,1

r,η2,2
 r，…,η2,N2'

r）に
含まれる、代表第一系列（η1,1

r,η1,2
 r，…,η1,N1'

r）に最も近い系列と、代表第一
系列（η1,1

r,η1,2
 r，…,η1,N1'

r）との距離としてもよい。代表第二系列（η2,1
r,η

2,2
 r，…,η2,N2'

r）に含まれる、代表第一系列（η1,1
r,η1,2

 r，…,η1,N1'
r）に最

も近い系列の要素数と、代表第一系列（η1,1
r,η1,2

 r，…,η1,N1'
r）の要素数とは同

じであるとする。
【００９１】
　この代表値を用いた第一系列と第二系列との類似度は、例えば以下の式により定義され
る。minは、最小値を出力する関数である。この例では、距離として、ユークリッド距離
を用いているが、マンハッタン距離等の他の既存の距離や誤差の標準偏差を用いてもよい
。
【００９２】
【数８】

【００９３】
　第一信号と第二信号とが一致しているかどうかは、例えば、第一信号と第二信号との一
致度合いと所定の閾値とを比較することにより判定することができる。例えば、マッチン
グ部５１は、第一信号と第二信号との一致度合いが、所定の閾値より小さい又は所定の閾
値以下である場合に、第一信号と第二信号とが一致していると判定し、そうでない場合に
は第一信号と第二信号とは一致していないと判定する。
【００９４】
　マッチング部５１は、複数の信号のそれぞれを第二信号として、上記判定を行ってもよ
い。この場合、マッチング部５１は、複数の信号のそれぞれと第一信号との一致度合いを
計算し、複数の信号の中の、計算された一致度合いが最も小さい信号を選択して、その一
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致度合いが最も小さい信号についての情報を出力してもよい。
【００９５】
　例えば、複数の楽曲のそれぞれに対応する第二系列及び情報が第二系列記憶部５２に記
憶されているとする。ユーザが、ある曲がどの楽曲であるのかを知りたいとする。この場
合、ユーザは、その曲に対応する音信号を第一信号としてマッチング装置に入力して、マ
ッチング部５１は、その曲に対応する音信号と最も一致度合いが小さい楽曲の情報を第二
系列記憶部５２から得ることにより、その曲に対応する楽曲の情報を知ることができる。
【００９６】
　なお、マッチング部５１は、第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1）の時間変化の系列で
ある時間変化第一系列（Δη1,1,Δη1,2，…,Δη1,N1-1）と、第二系列（η2,1,η2,2

，…,η2,N2）の時間変化の系列である時間変化第二系列（Δη2,1,Δη2,2，…,Δη2,N

2-1）とに基づいてマッチングを行ってもよい。ここで、例えば、Δη1,k=η1,k+1-η1,k

(k=1,2,…,N1-1)とし、Δη2,k=η2,k+1-η2,k(k=1,2,…,N2-1)とする。
【００９７】
　例えば、上記の第一系列及び第二系列を用いたマッチング処理において、第一系列（η

1,1,η1,2，…,η1,N1）の代わりに時間変化第一系列（Δη1,1,Δη1,2，…,Δη1,N1-1

）を用い、第二系列（η2,1,η2,2，…,η2,N2）の代わりに時間変化第二系列（Δη2,1,
Δη2,2，…,Δη2,N2-1）を用いることにより、時間変化第一系列と時間変化第二系列と
に基づいてマッチングを行うことができる。
【００９８】
　また、マッチング部５１は、第一系列及び第二系列のみならず、音の大きさを表す指標
（例えば、振幅又はエネルギー）、音の大きさを表す指標の時間的変動、スペクトル形状
、スペクトル形状の時間的変動、ピッチの周期性、基本周波数等の音響特徴量を更に用い
てマッチングを行ってもよい。例えば、（１）第一系列及び第二系列と音の大きさを表す
指標とに基づいてマッチングを行ってもよい。また、（２）第一系列及び第二系列と時系
列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動とに基づいてマッチングを行ってもよい。ま
た、（３）第一系列及び第二系列と時系列信号のスペクトル形状とに基づいてマッチング
を行ってもよい。また、（４）第一系列及び第二系列と時系列信号のスペクトル形状の時
間的変動とに基づいてマッチングを行ってもよい。また、（５）第一系列及び第二系列と
時系列信号のピッチの周期性とに基づいてマッチングを行ってもよい。
【００９９】
　さらに、マッチング部５１は、SVM(Support Vector Machine)、Boosting等の識別技術
を用いてマッチングを行ってもよい。
【０１００】
　なお、マッチング部５１は、後述する判定部５３の処理と同様の処理により第一信号を
構成する各所定の時間長の時系列信号の種類を判定し、また、後述する判定部５３の処理
と同様の処理により第二信号を構成する各所定の時間長の時系列信号の種類を判定し、そ
れらの判定結果が同一であるかを判定することによりマッチングを行ってもよい。例えば
、マッチング部５１は、第一信号についての判定結果が「音声→音楽→音声→音楽」であ
り、第二信号についての判定結果が「音声→音楽→音声→音楽」である場合には、第一信
号と第二信号とが一致していると判定する。
【０１０１】
　［判定装置及び方法］
　判定装置及び方法の一例について説明する。
【０１０２】
　判定装置は、図３に示すように、パラメータ決定部２７’及び判定部５３を例えば備え
ている。判定装置の各部が、図４に例示する各処理を行うことにより判定方法が実現され
る。
【０１０３】
　以下、判定装置の各部について説明する。
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【０１０４】
　＜パラメータ決定部２７’＞
　パラメータ決定部２７’には、時系列信号である第一信号が所定の時間長のごとに入力
される。第一信号の例は、音声ディジタル信号又は音響ディジタル信号等の音信号である
。
【０１０５】
　パラメータ決定部２７’は、入力された所定の時間長の時系列信号に基づいて、後述す
る処理により、その入力された所定の時間長の時系列信号パラメータηを決定する（ステ
ップＦ１）。これにより、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信
号にそれぞれ対応するパラメータηの系列を得る。この第一信号を構成する少なくとも１
つの所定の時間長の時系列信号にそれぞれ対応するパラメータηの系列のことを「第一系
列」と呼ぶことにする。このように、パラメータ決定部２７’は、所定の時間長のフレー
ムごとに処理を行う。
【０１０６】
　なお、第一信号を構成する少なくとも１つの所定の時間長の時系列信号は、第一信号を
構成する所定の時間長の時系列信号の全部であってもよいし、一部であってもよい。
【０１０７】
　パラメータ決定部２７’により決定されたパラメータηの第一系列は、判定部５３に出
力される。
【０１０８】
　パラメータ決定部２７’の詳細は、［マッチング装置及び方法］の欄で説明したものと
同様であるため、ここでは重複説明を省略する。
【０１０９】
　＜判定部５３＞
　判定部５３には、パラメータ決定部２７’で決定された第一系列が入力される。
【０１１０】
　判定部５３は、第一系列に基づいて、第一信号の中の所定の種類の信号の区間、及び／
又は、第一信号の種類を判定する（ステップＦ３）。所定の種類の信号区間とは、例えば
、音声の区間、音楽の区間、非定常音の区間、定常音の区間等の区間のことである。
【０１１１】
　第一系列を（η1,1,η1,2，…,η1,N1）と表記する。N1は、第一系列を構成するパラメ
ータηの数である。
【０１１２】
　第一信号の中の所定の種類の信号の区間の判定は、例えば、第一系列を構成するパラメ
ータη1,k(k=1,2,…,N1)と、所定の閾値とを比較することにより行うことができる。
【０１１３】
　例えば、判定部５３は、パラメータη1,k≧閾値である場合には、第一信号の中の、そ
のパラメータη1,kに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を非定常音（音声、無音
等）の区間であると判定する。
【０１１４】
　また、判定部５３は、閾値＞パラメータη1,kである場合には、第一信号の中の、その
パラメータη1,kに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を定常音（時間的変動の緩
やかな音楽等）の区間であると判定する。
【０１１５】
　また、複数の所定の閾値と比較することにより、第一信号の中の所定の種類の信号の区
間の判定を行ってもよい。以下では、２個の閾値（第一閾値及び第二閾値）を用いた判定
の例について説明する。第一閾値＞第二閾値とする。
【０１１６】
　例えば、判定部５３は、パラメータη1,k≧第一閾値である場合には、第一信号の中の
、そのパラメータη1,kに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を無音の区間である
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と判定する。
【０１１７】
　また、判定部５３は、第一閾値＞パラメータη1,k≧第二閾値である場合には、第一信
号の中の、そのパラメータη1,kに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を非定常音
の区間であると判定する。
【０１１８】
　また、判定部５３は、第二閾値＞パラメータη1,kである場合には、第一信号の中の、
そのパラメータη1,kに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を定常音の区間である
と判定する。
【０１１９】
 
　第一信号の種類の判定は、例えば、信号の区間の種類の判定結果に基づいて行うことが
できる。例えば、判定部５３は、判定された信号の区間の種類ごとに第一信号の中のその
種類の信号の区間が占める割合を計算して、最も割合が大きい信号の区間の種類の割合の
値が処理の閾値以上又は閾値より大である場合には、第一信号はその最も割合が大きい信
号の区間の種類であると判定する。
【０１２０】
　第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1）から得られる、パラメータηの代表値の系列を代
表第一系列（η1,1

r,η1,2
r，…,η1,N1'

r）とする。例えば、cをN1の約数である所定の
正の整数として、c個のパラメータηごとに代表値を得るとすると、N1'=N1/cとし、k=1,2
,…,N1'として、代表値η1,k

rは第一系列の中の系列（η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)c+2，…,
η1,kc）の代表値である。k=1,2,…,N1'として、代表値η1,k

rは、第一系列の中の系列（
η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)c+2，…,η1,kc）を代表する値であり、例えば、系列（η1,(k-1

)c+1,η1,(k-1)c+2，…,η1,kc）の平均値、中央値、最大値又は最小値である。
【０１２１】
　判定部５３は、代表第一系列（η1,1

r,η1,2
 r，…,η1,N1'

r）に基づいて、第一信号
の中の所定の種類の信号の区間、及び／又は、第一信号の種類を判定する第一信号の種類
を判定してもよい。
【０１２２】
　例えば、例えば、判定部５３は、代表値η1,k

r≧第一閾値である場合には、第一信号の
中の、その代表値η1,k

rに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を音声の区間である
と判定する。
【０１２３】
　ここで、代表値η1,k

rに対応する所定の時間長の時系列信号の区間とは、代表値η1,k
r

に対応する第一系列の中の系列（η1,(k-1)c+1,η1,(k-1)c+2，…,η1,kc）のそれぞれの
パラメータηに対応する所定の時間長の時系列信号の区間のことである。
【０１２４】
　また、判定部５３は、第一閾値＞代表値η1,k

r≧第二閾値である場合には、第一信号の
中の、その代表値η1,k

rに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を音楽の区間である
と判定する。
【０１２５】
　また、判定部５３は、第二閾値＞代表値η1,k

r≧第三閾値である場合には、第一信号の
中の、その代表値η1,k

rに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を非定常音の区間で
あると判定する。
【０１２６】
　さらに、判定部５３は、第三閾値＞代表値η1,k

rである場合には、第一信号の中の、そ
の代表値η1,k

rに対応する所定の時間長の時系列信号の区間を定常音の区間であると判定
する。
【０１２７】
　なお、判定部５３は、第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,N1）の時間変化の系列である時
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間変化第一系列（Δη1,1,Δη1,2，…,Δη1,N1-1）に基づいて判定処理を行ってもよい
。ここで、例えば、Δη1,k=η1,k+1-η1,k(k=1,2,…,N1-1)とする。
【０１２８】
　例えば、上記の第一系列を用いた判定処理において、第一系列（η1,1,η1,2，…,η1,

N1）の代わりに時間変化第一系列（Δη1,1,Δη1,2，…,Δη1,N1-1）を用いることによ
り、時間変化第一系列に基づいて判定を行うことができる。
【０１２９】
　また、判定部５３は、時系列信号の音の大きさを表す指標（例えば、振幅又はエネルギ
ー）、音の大きさを表す指標の時間的変動、スペクトル形状、スペクトル形状の時間的変
動、ピッチの周期性、基本周波数等の音響特徴量を更に用いて判定を行ってもよい。例え
ば、判定部５３は、（１）パラメータη1,kと時系列信号の音の大きさを表す指標とに基
づいて判定を行ってもよい。また、（２）パラメータη1,kと時系列信号の音の大きさを
表す指標の時間的変動とに基づいて判定を行ってもよい。また、（３）パラメータη1,k

と時系列信号のスペクトル形状とに基づいて判定を行ってもよい。また、（４）パラメー
タη1,kと時系列信号のスペクトル形状の時間的変動とに基づいて判定を行ってもよい。
また、（５）パラメータη1,kと時系列信号のピッチの周期性とに基づいて判定を行って
もよい。
【０１３０】
　以下、判定部５３が、（１）パラメータη1,kと時系列信号の音の大きさを表す指標と
に基づいて判定を行う場合、（２）パラメータη1,kと時系列信号の音の大きさを表す指
標の時間的変動とに基づいて判定を行う場合、（３）パラメータη1,kと時系列信号のス
ペクトル形状とに基づいて判定を行う場合、（４）パラメータη1,kと時系列信号のスペ
クトル形状の時間的変動とに基づいて判定を行う場合、（５）パラメータη1,kと時系列
信号のピッチの周期性とに基づいて判定を行う場合のそれぞれについて説明する。
【０１３１】
　（１）パラメータη1,kと音の大きさを表す指標とに基づいて判定を行う場合、判定部
５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の音の大きさを表す指標が大きいかどう
かを判定し、また、パラメータη1,kが大きいかどうかを判定する。
【０１３２】
　時系列信号の音の大きさを表す指標が小さく、かつ、パラメータη1,kが大きい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を周囲雑音（騒音）の区間であると判
定する。
【０１３３】
　時系列信号の音の大きさを表す指標が大きいかどうかは、例えば所定の閾値CEに基づい
て判定することができる。すなわち、時系列信号の音の大きさを表す指標の≧所定の閾値
CEであれば時系列信号の音の大きさを表す指標が大きい、そうでない場合には時系列信号
の音の大きさを表す指標は小さいと判定することができる。時系列信号の音の大きさを表
す指標として、例えば、平均振幅（サンプルあたりの平均エネルギーの平方根）を用いた
場合には、CE=最大振幅値*(1/128)とする。例えば16ビット精度ならば最大振幅値は32768
となるため、CE=256とする。
【０１３４】
　パラメータη1,kが大きいかどうかは、例えば所定の閾値Cηに基づいて判定することが
できる。すなわち、パラメータη1,k≧所定の閾値Cηであればパラメータη1,kが大きい
、そうでない場合にはパラメータη1,kは小さいと判定することができる。例えば、Cη=1
とする。
【０１３５】
　時系列信号の音の大きさを表す指標が小さく、かつ、パラメータη1,kが小さい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間をBGMのような特徴のある背景音の区間
と判定する。
【０１３６】
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　時系列信号の音の大きさを表す指標が大きく、かつ、パラメータη1,kが大きい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を音声やにぎやかな音楽の区間である
と判定する。
【０１３７】
　時系列信号の音の大きさを表す指標が大きく、かつ、パラメータη1,kが小さい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を楽器の演奏等の音楽の区間と判定す
る。
【０１３８】
　（２）パラメータη1,kと時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動とに基づい
て判定を行う場合には、判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の音の大
きさを表す指標の時間的変動が大きいかどうかを判定し、また、パラメータη1,kが大き
いかどうかを判定する。
【０１３９】
　時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動が大きいかどうかは、例えば所定の閾
値CE

'に基づいて判定することができる。すなわち、時系列信号の音の大きさを表す指標
の時間的変動≧所定の閾値CE

'であれば時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動
が大きい、そうでない場合には時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動は小さい
と判定することができる。時系列信号の音の大きさを表す指標として、例えば、時系列信
号を構成する４個のサブフレームのエネルギーの相加平均を相乗平均で割った値F=((1/4)
Σ４個のサブフレームのエネルギー)/((Πサブフレームのエネルギー)1/4)を用いた場合
には、CE

'=1.5とする。
【０１４０】
　時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動が小さく、かつ、パラメータη1,kが
大きい場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を周囲雑音（騒音）の区
間と判定する。
【０１４１】
　時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動が小さく、かつ、パラメータηが小さ
い場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を継続音を主体とした管楽器
や弦楽器の音楽の区間と判定する。
【０１４２】
　時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動が大きく、かつ、パラメータη1,kが
大きい場合には、判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を音声の
区間と判定する。
【０１４３】
　時系列信号の音の大きさを表す指標の時間的変動が大きく、かつ、パラメータη1,kが
小さい場合には、判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を時間変
動の大きい音楽の区間と判定する。
【０１４４】
　（３）パラメータη1,kと時系列信号のスペクトル形状とに基づいて判定を行う場合、
判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号のスペクトル形状が平坦かどうか
を判定し、また、パラメータη1,kが大きいかどうかを判定する。
【０１４５】
　時系列信号のスペクトル形状が平坦であり、かつ、パラメータη1,kが大きい場合には
、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を定常な周囲雑音（騒音）の区間と判定
する。パラメータη1,kに対応する時系列信号のスペクトル形状が平坦かどうかは、所定
の閾値EVに基づいて判定することができる。例えば、パラメータη1,kに対応する第１次
のPARCOR係数の絶対値が所定の閾値EV（例えば、EV=0.7）未満なら、パラメータη1,kに
対応する時系列信号のスペクトル形状が平坦である、そうでない場合にはパラメータη1,

kに対応する時系列信号のスペクトル形状は平坦でないと判定することができる。
【０１４６】
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　時系列信号のスペクトル形状が平坦であり、かつ、パラメータη1,kが小さい場合には
、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を時間変動の大きい音楽の区間と判定す
る。
【０１４７】
　時系列信号のスペクトル形状が平坦ではなく、かつ、パラメータη1,kが大きい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を音声の区間と判定する。
【０１４８】
　時系列信号のスペクトル形状が平坦ではなく、かつ、パラメータη1,kが小さい場合に
は、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を継続音を主体とした管楽器や弦楽器
の音楽の区間と判定する。
【０１４９】
　（４）パラメータη1,kと時系列信号のスペクトル形状の時間的変動とに基づいて判定
を行う場合、判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号のスペクトル形状の
時間的変動が大きいかどうかを判定し、また、また、パラメータη1,kが大きいかどうか
を判定する。
【０１５０】
　パラメータη1,kに対応する時系列信号のスペクトル形状の時間的変動が平坦かどうか
は、所定の閾値EV

'に基づいて判定することができる。例えば、時系列信号を構成する４
個のサブフレームの第１次のPARCOR係数の絶対値の相加平均を相乗平均で割った値FV=((1
/4)Σ４個のサブフレームの第１次のPARCOR係数の絶対値)/((Π第１次のPARCOR係数の絶
対値)1/4)が所定の閾値EV

'（例えば、EV
'=1.2）以上なら、パラメータη1,kに対応する時

系列信号のスペクトル形状の時間的変動が大きい、そうでない場合にはパラメータη1,k

に対応する時系列信号のスペクトル形状の時間的変動は小さいと判定することができる。
【０１５１】
　時系列信号のスペクトル形状の時間的変動が大きく、かつ、パラメータη1,kが大きい
場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を音声の区間と判定する。
【０１５２】
　時系列信号のスペクトル形状の時間的変動が大きく、かつ、パラメータη1,kが小さい
場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を時間変動の大きい音楽の区間
と判定する。
【０１５３】
　時系列信号のスペクトル形状の時間的変動が小さく、かつ、パラメータη1,kが大きい
場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を周囲雑音（騒音）の区間と判
定する。
【０１５４】
　時系列信号のスペクトル形状の時間的変動が小さく、かつ、パラメータη1,kが小さい
場合には、パラメータη1,kに対応する時系列信号の区間を継続音を主体とした管楽器や
弦楽器の音楽の区間と判定する。
【０１５５】
　（５）パラメータη1,kと時系列信号のピッチの周期性とに基づいて判定を行う場合、
判定部５３は、パラメータη1,kに対応する時系列信号のピッチの周期性が大きいかどう
かを判定し、また、また、パラメータη1,kが大きいかどうかを判定する。
【０１５６】
　ピッチの周期性が大きいかどうかは、例えば所定の閾値CPに基づいて判定することがで
きる。すなわち、ピッチの周期性≧所定の閾値CPであればピッチの周期性が大きい、そう
でない場合にはピッチの周期性は小さいと判定することができる。ピッチの周期性として
、例えば、ピッチ周期τサンプル離れた系列との正規化相関関数
【０１５７】
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【数９】

【０１５８】
（ただしx(i)は時系列のサンプル値、Nはフレームのサンプル数））を用いた場合には、C

P=0.8とする。
【０１５９】
　ピッチの周期性が大きく、かつ、パラメータη1,kが大きい場合には、パラメータη1,k

に対応する時系列信号の区間を音声の区間と判定する。
【０１６０】
　ピッチの周期性が大きく、かつ、パラメータη1,kが小さい場合には、パラメータη1,k

に対応する時系列信号の区間を継続音を主体とした管楽器や弦楽器の音楽の区間と判定す
る。
【０１６１】
　ピッチの周期性が小さく、かつ、パラメータη1,kが大きい場合には、パラメータη1,k

に対応する時系列信号の区間を周囲雑音（騒音）の区間と判定する。
【０１６２】
　ピッチの周期性が小さく、かつ、パラメータηが小さい場合には、パラメータη1,kに
対応する時系列信号の区間を時間変動の大きい音楽の区間と判定する。　さらに、判定部
５３は、SVM(Support Vector Machine)、Boosting等の識別技術を用いて判定を行っても
よい。この場合、パラメータηごとに音声、音楽、無音等のラベルが対応付けされた学習
データを用意しておいて、この学習データを用いて予め学習をしておく。
【０１６３】
　［プログラム及び記録媒体］
　各装置又は各方法における各部をコンピュータによって実現してもよい。その場合、各
装置又は各方法の処理内容はプログラムによって記述される。そして、このプログラムを
コンピュータで実行することにより、各装置又は各方法における各部がコンピュータ上で
実現される。
【０１６４】
　この処理内容を記述したプログラムは、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録
しておくことができる。コンピュータで読み取り可能な記録媒体としては、例えば、磁気
記録装置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリ等どのようなものでもよい。
【０１６５】
　また、このプログラムの流通は、例えば、そのプログラムを記録したＤＶＤ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ等の可搬型記録媒体を販売、譲渡、貸与等することによって行う。さらに、このプロ
グラムをサーバコンピュータの記憶装置に格納しておき、ネットワークを介して、サーバ
コンピュータから他のコンピュータにそのプログラムを転送することにより、このプログ
ラムを流通させてもよい。
【０１６６】
　このようなプログラムを実行するコンピュータは、例えば、まず、可搬型記録媒体に記
録されたプログラムもしくはサーバコンピュータから転送されたプログラムを、一旦、自
己の記憶部に格納する。そして、処理の実行時、このコンピュータは、自己の記憶部に格
納されたプログラムを読み取り、読み取ったプログラムに従った処理を実行する。また、
このプログラムの別の実施形態として、コンピュータが可搬型記録媒体から直接プログラ
ムを読み取り、そのプログラムに従った処理を実行することとしてもよい。さらに、この
コンピュータにサーバコンピュータからプログラムが転送されるたびに、逐次、受け取っ
たプログラムに従った処理を実行することとしてもよい。また、サーバコンピュータから
、このコンピュータへのプログラムの転送は行わず、その実行指示と結果取得のみによっ
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て処理機能を実現する、いわゆるＡＳＰ（Application Service Provider）型のサービス
によって、上述の処理を実行する構成としてもよい。なお、プログラムには、電子計算機
による処理の用に供する情報であってプログラムに準ずるもの（コンピュータに対する直
接の指令ではないがコンピュータの処理を規定する性質を有するデータ等）を含むものと
する。
【０１６７】
　また、コンピュータ上で所定のプログラムを実行させることにより、各装置を構成する
こととしたが、これらの処理内容の少なくとも一部をハードウェア的に実現することとし
てもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６８】
　マッチング装置、方法及びプログラムは、例えば、曲の出典の検索、違法コンテンツの
検出、演奏楽器や曲の構成が似ている別の曲の検索に用いることができる。また、判定装
置、方法及びプログラムは、例えば、著作権料の算出に用いることができる。

【図１】 【図２】
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